
１．日時　：　平成２１年１２月１７日（木）　15:00～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学工学部教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成21年1０月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全３０件
①評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全９件
　 ・標準型・・・１件
　 ・簡易型・・・８件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － 1 － － 1
通信設備 － － 1 － － － 1
建築 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 2 1 0 0 3

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － 1 3 － － － 4
暖冷房衛生設備 1 － － － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 1 1 3 0 0 0 5

工種 計 備考

工種
加算点の合計

計 備考

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第３９回）開催結果の概要

工種
加算点の合計

計 備考

加算点の合計



②技術提案の審査（入札前審査）・・・全２１件
　 ・標準型・・・９件
　 ・簡易型・・・１２件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 3 1 4
Ａｓ舗装 － － － － 1 2 3
通信設備 － － － － － 2 2

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 4 5 9

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
通信設備 － － 2 － － － 2
Ａｓ舗装 － － － 1 － － 1
電気設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 3 1 0 0 4

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 4 － － － 4
塗装 － － 3 － － － 3
建築 1 － － － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 1 0 7 0 0 0 8

　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・９件
　　①総合評価落札方式（公示前）・・・ ４件

　　　【標準型】・・・ ４件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　②簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　０件

　　③標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　④総合評価落札方式（入札前）・・・ １件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　⑤簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　３件

　　⑥標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　１件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり

工種
加算点の合計

計 備考

工種
加算点の合計

計 備考

工種
加算点の合計

計 備考



１２月１７日（第３９回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

1 ◎ 倉吉
道
路

東伯中山道路
赤碕第３高架橋外床版工事

一般土木 Ｃ

赤碕第３高架橋床版
Ａ＝１，０００ｍ２
赤碕第４高架橋床版
Ａ＝１，１００ｍ２

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

10
月

89.4 84.0 15 15
床版コンクリートの
品質・耐久性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 12月18日

2 倉吉
道
路

東伯中山道路
赤碕中山高架橋床版工事

一般土木 Ｃ
赤碕中山高架橋床版
Ａ＝３，３００ｍ２

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

10
月

89.4 84.0 15 15
床版コンクリートの
品質・耐久性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 12月21日

3 倉吉
道
路 国道９号新日野橋床版工事 一般土木 Ｃ

新日野橋 床版
A=2,800m2
防護柵　　　　780m
転落防止柵　780m

構造物の耐久性及び安全性の確
保を図ることが、重要である。
また、現道工事であり早期に規制
解除できるよう工程短縮を図る必
要がある。

11
月

96.0 90.0 15 15
床版コンクリートの
品質・耐久性向上

18
防護柵工及び構造
物撤去工における
工程短縮対策

18 6 1 3 1 4 2 1 6.0 1 1 4 12月25日

4 倉吉
道
路

名和淀江道路
宮川橋下部工事

一般土木 Ｃ

橋台工　N=2基
橋脚工　N=2基
基礎工　N=4本(深礎杭
Φ2500）
仮設工　１式

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

11
月

89.4 84.0 15 15
下部工コンクリート
の品質・耐久性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 12月25日

5 倉吉
道
路

東伯中山道路
田越地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝２．９ｋｍ
Ａ＝３０，０００ｍ２

東伯中山道路のうち田越地区
の舗装工事であり、走行時の快
適性確保のため平坦性の確保
及び排水性舗装の耐久性向上
を図ることが重要である。

10
月

89.4 84.0 15 15
排水性アスファルト
舗装の品質耐久性
向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5 5.4 1 12月17日

6 倉吉
道
路

東伯中山道路
二軒屋地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝１．３ｋｍ
Ａ＝２１，０００ｍ２

東伯中山道路のうち二軒屋地
区の舗装工事であり、走行時の
快適性確保のため平坦性の確
保及び排水性舗装の耐久性向
上を図ることが重要である。

11
月

96.0 90.0 15 15
排水性アスファルト
舗装の品質耐久性
向上

18 平坦性 18 6 1 3 1 4 2 1 5 6.0 1 12月25日

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計



１２月１７日（第３９回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

7 倉吉
道
路

東伯中山道路
梅田地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝１．７ｋｍ
Ａ＝２０，０００ｍ２

東伯中山道路のうち梅田地区
の舗装工事であり、走行時の快
適性確保のため平坦性の確保
及び排水性舗装の耐久性向上
を図ることが重要である。

10
月

96.0 90.0 15 15
アスファルト合材の
骨材飛散抑制対策

18 平坦性 18 6 1 3 1 4 2 1 5 6.0 1 12月21日

8 倉吉
道
路

東伯中山道路
監視設備外工事

通信設備 －
ＣＣＴＶカメラ　Ｎ＝9台
光ケーブル　N=5km
据付調整　　1式

本工事は監視設備を設置する
もので、設置にあたってはライ
フサイクルコストの低減、品質
管理体制を評価する。

11
月

94.9 89.0 15 15

１）機器の性能等
　①最低被写体照
度の向上
　②設備容量の低
減

20

２）具体的な施工計
画
機器の品質確保に
おける管理・確認方
法

20 6 1 3 1 4 2 1 5.9 1 12月22日

9 倉吉
道
路

東伯中山道路
情報板外設備工事

通信設備 －

道路情報板（NHL2型）
N=２面
F型支柱　N=２基
凍結表示板　N=12面
気象観測設備　N=２台
据付調整　　1式

本工事は情報板設備を設置す
るもので、設置にあたってはラ
イフサイクルコストの低減、品
質管理体制を評価する。

11
月

94.9 89.0 15 15

１）機器の性能等
　①設備容量の低
減
　②初期最高輝度

20

２）具体的な施工計
画
機器の品質確保に
おける管理・確認方
法

20 6 1 3 1 4 2 1 5.9 1 12月24日



 １２月１７日（第３９回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 ◎ 鳥取
道
路

国道５３号外監視設備工事
【再公告】

通信設備 -

光伝送装置　　　　１７台
画像符号化装置　３５台
据付調整工　　　　　１式
撤去工　　　　　　　　１式

ＣＣＴＶ画像をＩＰ伝送する為の工事であ
り、運用中の設備において切替作業を
行うことから効率的に短期間で施工す
る必要がある。

11
月

66.3 63.0 15 15 15
伝送設備の切替
作業

6 1 3 1 4 2 1 3.3 12月24日

2 倉吉
道
路

東伯中山道路
中尾地区舗装工事

As舗装 Ｂ
Ｌ＝２．１ｋｍ
Ａ＝２１，０００ｍ２

東伯中山道路のうち中尾地区の舗装工
事であり、排水性舗装の骨材飛散抑制
が重要である。

11
月

71.8 68.0 15 15 15
排水性ｱｽﾌｧﾙﾄ
合材の骨材飛散
抑制対策

6 1 3 1 4 2 1 5 3.8 12月22日

3 倉吉
道
路

東伯中山道路
照明設備工事

電気設備 B 道路照明　１４０基

本工事は、東伯中山道路において
道路照明設備を設置するものであ
り、輸送時における品質管理及び建
柱作業時の安全管理が重要であ
る。

11
月

66.3 63.0 15 15 15

照明柱の輸送
から建柱までの
施工計画

6 1 3 1 4 2 1 3.3 12月18日

4 殿ダム
河
川

殿ダム
多重無線設備外工事
【再公告】

通信設備 －
多重無線設備　１区間
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ端局設備　１式

本工事は、殿ダムの通信設備の製作・
設置を行う工事である。構築する通信
回線は、ダム管理所～事務所間を結ぶ
重要な回線であり、設備の品質の確保
が必要である。

11
月

66.3 63.0 15 15 15

多重無線設備の
施工にかかる
品質管理

6 1 3 1 4 2 1 3.3 12月16日

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉



１２月１７日（第３９回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 道路
青葉町外整備工事
【再公告】

維持修繕 -
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工　   950m2
排水構造物　　　   300m
排水施設清掃工　1500m

一般国道５３号の鳥取市材木町～田
園町地内における整備工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月10日

2 鳥取 道路
国道29号
因幡大橋塗替工事

塗装 - 因幡大橋　　A=4,900㎡

本工事は国道29号因幡大橋の塗替
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月17日

3 鳥取 道路
国道53号
新川中橋塗替工事

塗装 - 新川中橋　　A=3,000㎡

本工事は国道53号新川中橋の塗替
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月18日

4 鳥取 道路
国道29号
糸白見橋外塗替工事

塗装 -

羽佐利橋　 　　　　 ２９０㎡
須澄橋　　　　　　 　９４０㎡
三倉川歩道橋（上）　　１３０㎡
糸白見橋　　　　　２９０㎡
須澄橋橋側歩道橋　　４８０㎡

本工事は一般国道29号の橋梁の塗
替工事である
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月21日

5 倉吉 道路
東伯中山道路
東伯地区防護柵工事

維持修繕 -

L=3.2km
防護柵　　　　7,200m
立入防護柵　　760m
転落防止柵　  　30m

東伯中山道路における防護柵設置
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月22日

6 倉吉 道路
東伯中山道路
田越地区防護柵工事

維持修繕 -

L=4.0km
防護柵　　　　3,700m
立入防護柵　4,400m
転落防止柵　   370m

東伯中山道路における防護柵設置
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月21日

区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

企業の技術力

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名



１２月１７日（第３９回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

企業の技術力施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名

7 倉吉 道路
東伯中山道路
東伯地区標識工事

維持修繕 -
L=7.8km
標識設置　　１式

東伯中山道路における標識設置工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 12月24日

8 殿ダム 河川 殿ダム倉庫整備工事 建築 D

倉庫 Ｓ造平家建 約160㎡
とりこわし1棟
（関連する電気及び機械設
備とりこわしを含む）
外構　　とりこわし　1式

本工事は、殿ダム庁舎の資材置場に
おける倉庫整備工事である｡
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

11
月

26.4 4 4 4 6 4 2 2.4 12月24日



   １２月１７日（第３９回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の
確実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

1 鳥取
道
路

国道９号
鳥取大橋東詰交差点改良工事

一般土木 Ｃ
橋脚補強　２基
橋台拡幅　１基

塩害・中性化等の劣化を防
ぎ、コンクリートの耐久性及び
構造物の安全性の確保を図
ることが、重要である。

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

工事の特性

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要
区
分

事
務
所
名

工
事
種
別

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2



１２月１７日（第３９回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 倉吉
道
路

東伯中山道路
梅田改良工事

一般土木
Ｃ
・
Ｄ

１．掘削工　17,000m3
２．土砂運搬17,000m3
３．ブロック張　600m2
４．ブロック積　100m2
５．法面整形工　6,000m2
６．法面復旧工　6,000m2

民地に隣接する箇所として粉塵対策は重要で
ある。

2 ◎ 倉吉
河
川

天神川水系
流砂量観測設備工事

通信設備 -
流砂量観測機器設置
３箇所

本工事は天神川流域において流砂量観測機器を
設置するものであり、現地の据付調整が重要とな
る。

3 倉吉
道
路

東伯中山道路
東伯除雪基地外新築工事

建築 Ｃ

東伯除雪基地
　鉄骨造平屋建
　延べ床面積  530㎡
　　新築        1棟
    電気設備  1式
    機械設備  1式
湯梨浜待機所
　鉄骨造平屋建
　延べ床面積  100㎡
　　新築        1棟
　　電気設備  1式
　　機械設備  1式

山陰道東伯中山道路における東伯除雪基地･湯梨
浜除雪基地待機所の新築を行うものである｡

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て



 １２月１７日（第３９回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 営繕 庁舎受水槽改設工事
暖冷房

衛生設備
C 受水槽取替工事　一式

鳥取河川国道事務所庁舎の受水槽
取替を行う工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

2 鳥取 道路 嶋地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

鳥取西道路における用地管理工事
である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

3 鳥取 道路 福部地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

駟馳山バイパスにおける用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

4 鳥取 道路
志戸坂電気室その他整備工事
【再公告】

維持修繕 -

志戸坂トンネル
　　　　電気室　　１棟
　　　　ポンプ室　１棟

志戸坂峠道路におけるポンプ室及
び電気室の新築工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

5 倉吉 道路 倉吉管内道路照明維持工事 維持修繕 -
道路照明設備　 　一式
ﾄﾝﾈﾙ照明設備　　一式

本工事は倉吉河川国道事務所管内
の道路照明設備及びﾄﾝﾈﾙ照明設備
の維持修繕を行うものである。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

②③④⑥は「営繕工事」の特例

加
算
点
の
合
計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

工事概要 工事の特性

公
告
予
定
日

施工体制 企業の技術力企業の施工実績 配置予定技術者の能力

区
分

事
務
所
名
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

1 鳥取
駟馳山バイパス
岩美地区外測量設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号駟馳山バイパスの
うち鳥取県岩美郡岩美町河崎～鳥取市福
部町湯山地内における、測量及び道路設
計、一般構造物設計を行うものである。

2 鳥取 駟馳山バイパス水文調査業務 地質調査業務

本業務は、一般国道９号駟馳山バイパスの
うち鳥取県岩美郡岩美町河崎～鳥取市福
部町湯山地内における、水文調査を行うも
のである。

3 鳥取
鳥取西道路
嶋地区外測量設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号鳥取西道路のうち
鳥取県鳥取市松原～同市下坂本地内にお
ける、測量及び道路設計、一般構造物設計
を行うものである。

4 鳥取 駟馳山バイパス水文調査業務 地質調査業務

本業務は、一般国道９号駟馳山バイパスの
うち鳥取県岩美郡岩美町河崎～鳥取市福
部町湯山地内における、水文調査を行うも
のである。

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

公
示

（
月

）

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験

予定技術者の経験・能力

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

合
 
 

計

予定担当者の経験・能力

保
有
資
格

業
務
成
績

落札者を決定するための評価項目

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

登
録
等
有
無

業
務
理
解
度

実
施
手
順

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当

性同
種
類
似
経
験

保
有
資
格

業
務
成
績

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

照査技術者の経験・能力

実施方針及びヒアリング

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験
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実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

◎ 1 日野川
大山砂防堰堤施設改良設計業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、大山砂防
管内の既設の不透過
型砂防堰堤２基につ
いて、透過型構造検
討及び詳細設計を行
うものである。

施工計画立案にあたっ
ての着目点について

1
2
月
1
8
日

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 8 12 － 3 － － － － － 2 6 8 － 2 16 16 10 － 28 24 － － － 140

企業の経験・能力

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

テーマ１の
提案内容

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

合
 
 

計

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

テーマ２の
提案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）
業
務
概
要

◆　入札前審査  【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー

マ

開
札
日

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

再
委
託
の
確
認

落札者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フロー・

工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 日野川
菅沢ダム本体及び関連構造
物等耐震計算業務

土木関係建設
コンサルタント業務

「大規模地震に対するダム耐震性
能照査指針（改訂素案）」にもとづ
き、菅沢ダムのレベル２地震動に対
するダム本体及び関連構造物等の
耐震計算を行うものである。

重力式コンクリートダムの
耐震性能を照査するために
解析上留意すべき事項

1
2
月
8
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 9 15 - 3 2 6 10 - 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

2 日野川
菅沢ダム
耐震性能照査評価業務

土木関係建設
コンサルタント業務

「大規模地震に対するダム耐震性
能照査指針（改訂素案）」にもとづ
き、菅沢ダムのレベル２地震動設定
に必要な検討及び別途実施される
耐震計算業務の評価を行うもので
ある。

ダムのレベル２地震動に対
する耐震性能照査を実施
するにあたって留意すべき
事項

1
2
月
8
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 9 15 - 3 2 6 10 - 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

3 殿ダム 殿ダム貯水池法面検討業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、 殿ダム貯水池内におけ
る地滑り対策のうち、拾石地区にお
ける地滑り対策の実施設計を行うも
のである。
　また、過去に調査、評価、対策を
行った貯水池内の地滑り箇所につ
いて、取りまとめを行う。

「貯水池周辺の地すべり調
査と対策に関する技術指針
（案）」による地滑り対策取
りまとめ作業上の留意事項

1
2
月
8
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 7 15 2 3 1 2 5 1 1 1 3 5 - 1 12 12 6 - 60 60 - - - 200

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

資格・実績 成績・表彰

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

特
定
日

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

▲　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

実施方針・実施フロー・
工程等

テーマ１の提案内容

整
合
性

成績・表彰 資格・実績

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

業
務
概
要

テーマ２の提
案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

業
務
内
容
の
理
解
度

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 殿ダム
殿ダム猛禽類他調査
（その２）業務

土木関係建設
コンサルタント業務

　本業務は、殿ダムにおける
環境調査の一環として、事業
区域内で飛翔が確認されて
いる猛禽類の背ＩＳ区及び繁
殖の状況を把握し、工事の
影響の有無を推測するもの
である。

　殿ダム事業に係るクマタカ
繁殖状況調査の効率的な
手法

1
2
月
2
日

3 7 15 3 2

数
値
化
し
な
い

2 4 10 2 2 － － － － － 12 6 6 6 － 30 30 30 30 － － － － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

▲　特定前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

No

事
務
所
名

業務名 業務種別
特
定
日

特定テーマ

表
彰
の
有
無

業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

合
 
 

計

実
施
手
順

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

的
確
性

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）
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